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I. はじめに
東亜同文書院の学生（以下書院生）が、 20 世
紀初頭から半世紀近く中国において大規模な調査
を実施した。その調査範囲がほぼ中国全土に及ん
でおり、数多くの貴重な資科を残している。これ
らの資料は、言うまでもなく近代中国の社会経済
の研究に大いに有益である。
その中で、書院生が現在の中圏内蒙古自治区
東北部に位置するフルンボイル（呼倫貝爾）地方
において数回にわたって調査を実施している。実
際には、書院生が当地域において調査を実施す
る前の段階から、書院生以外の日本人もこの地域
で多くの調査を行なっている。そして、調査の成
果として、数多くの調査資料が残された。これら
をまとめた研究には、吉田順ーの「日本人による
フルンボイル地方の調査一おもに畜産調査につい
て－J l がある。
このフルンボイル地域は、ロシア、中国の二大
勢力に挟まれた地域で、歴史上中園、ロシア（ソ
連）、および日本が抗争を繰り返す舞台となった。
さらに、 1939 年に同地域においては、現在の日
本とモンゴルとの外交関係の中で、避けて通れな
い出来事「ノモンハン事件」が起きている。従来、
政治・軍事上において、各政権に重要視されてき
た地域である。
本稿では、『東亜同文書院大旅行誌』（オンデマ
ンド版）の関係各巻を基本資料として使用する。
東軍同文書院大学記念センター 臨h .{;/., 
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これらのもとに、書院生達が当時「秘境J とも言
われているフルンボイルにどんなルートで入り、
どんな調査ルートでどんな地域を訪れ、そして
何を記録したかを検討し、さらに、書院生による
フルンボイルの調査の特徴を明らかにしていきた
Uミ。
I. 7Jレンボイルの歴史
書院生がフルンボイル地域おいて、数回の調査
旅行を実施した。書院生が調査を実施した頃の同
地域の時代背景等を知るためには、まず第一歩と
してフルンボイルの歴史を確認しなければならな
し、。
フルンボイルの地理的位置は、東部に大興安嶺
山脈があり、南部は内モンゴルの現在の興安盟に
接し、北部および北西部はアルグン川を境界とし
てロシア、西部および西南部はモンゴル国と接す
る。フルンボイルという名称の起源は、興安嶺の
西部地域にある呼倫（フルン）と貝爾（ボイル）
の二つの湖の名前から来ている。本稿でいうフル
ンボイル地域は、興安嶺の西部地域であることを
限定しておきたい。
古来、フルンボイル地域は遊牧に最適な草原地
域であり、東胡、旬奴、鮮卑、室章、契丹、タター
ル、突厭等の遊牧民族の居住地だった。そもそも、
行政区域としてフルンボイルが形成されたのは清
の時代からである。 17 世紀から清朝政府は、モ
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ンゴル地域を内外モンゴルと分け、盟旗制度を実
施した。 1636 年、内モンゴルにおいて六つの盟、
49 の旗を設置した。その後何度かの調整を経て、
外モンゴルにおいては四つの盟、 86 の旗を設置し
た。
しかし、フルンボイル地域はその内外モンゴル
のどちらにも編入きれなかった。ロシアと隣接し
ているフルンボイル地域は、地理的に重要な地域
であるため、同地域では満州八旗制度が組識され
た。
1840 年のアヘン戦争後、中国においては列強
による侵略および分割支配が始まった。ロシアは
1858 年の「愛理条約」と 1860 年の「北京条約」
によって、中国の黒龍江北部の領土を手に入れ
た。さらに、 1896 年の「露清（ロパノフ・李鴻章）
秘密協定j によって、ロシアは中国で東支鉄道（東
情鉄道・中東鉄道）を敷設する権利を得た。
この鉄道敷設工事の開始とともに、フルンボイ
ルに大量の漢人とロシア人労働者が流入した。こ
うして、工事をきっかけにフルンボイルの人口が
膨張したのである。流入した人口は、主にハイラ
ル（海投爾）市と鉄道建設とともに新しくできた
国境に位置する都市満州里市に人口が集中するよ
うになった。
1911 年、辛亥革命が勃発すると、ロシアの援
助を求めていた外モンゴルは清朝からの独立を宣
言した。これを契機に、ロシアの支援も加わり、
フルンボイルは逸早く反応し、同年の 11 月 27 日
にフルンボイルの勝福を中心に、同地域の独立を
宣言し、外モンゴルへの合流を求めた。
結果として、 1915 年の中露蒙三国キャフタ協
定によって外モンゴルは、中国宗主権のもとで、
外モンゴル自治だけが認められた。一方、フルン
ボイルにおいては、同年、「フルンボイルに関す
る露中協約」が締結された結果、フルンボイルは
外モンゴルの自治から外された「特別区域」と指
定され、中華民国政府管轄内の「自治区域」となっ
た。しかし、この自治制が 1917 年に起きたロシ
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ア草命による政情の混乱に影響され、 1920 年に
廃止されるようになった。
その 8 年後、 1928 年 6 月に起きた張作震爆殺
事件によって東北地方が動揺した際、ソ連および
外モンゴルの援助のもと、フルンボイル青年党 2
による武装蜂起が起こり、再びフルンボイルの独
立自治を求める「フルンボイル青年党事変j が起
こる。
さらに、 1929 年 7 月、東北当局によるソ連の「赤
化防止J と中東鉄道の権益回収をめぐって、ソ連
との聞に軍事衝突にまで発展した「中東鉄道事件j
が起こる。その後間もなく、満州事変が勃発する
や、満州国が建国され、フルンボイル地域におい
ては輿安北省が設置された。
その後、フルンボイル地域は満州国の行政区域
になったため、日本人が安全にこの地に出かける
ことができたと言える。こうした背景もあり、書
院生達は 1931 年から 1935 年の聞に、毎年フルン
ボイル地域に出かけて調査旅行を行うようになっ
た。
m. 書院生によるフルンポイルの調査
「東亜同文書院大旅行誌」を見る限り、書院生
がフルンボイル地域で最も早く調査を実施した
のは、 1925 年に実施した第 22 期生の「北満及国
境調査班J 3 によるものである。その調査の具体
的な道JI匝は、上海ー青島一済南一北京一大連一吉
林ーハルピン一同江一大黒河一愛車ーチチハルー
満洲里ーハイラル一平壌である。その中で、フ
ルンボイルについては、主にハイラルと満洲里の
両市の周辺を見学した。まず、鉄道を使って満洲
里まで行き、在満洲里日本領事館を訪ね、現地事
情の聞き取りを行った。次に、農商務省から派遣
された志水氏に案内され、満洲里市で日本人が経
営する試験農園と国境付近を見学した。次に日の
朝、満掛｜里からハイラルへ向かい、ハイラルでハ
イラル公園と洗毛場を見に行った。今回の調査旅
行は、フルンボイルで、の滞在時聞が短かったため、
記述として少ない。しかし、上記の案内人である
志水氏は、志水語氏だ、ったかもしれない。同氏は、
1925 年前後、『満蒙』等の雑誌でいくつかのフル
ンボイルに関する研究論文を発表している＼各
論文の著者名のところにおいては「満洲里一志水
語」と書かれている。年代と志水氏の滞在場所等
をあわせて考えると上記の案内人の志水氏は志水
語氏であることが推定できょう。もし本当に同一
人物であれば、志水氏は当時のフルンボイルの事
情に非常に詳しく、書院生が彼の話を通して詳細
な現地事情と情報を得ることができたと考えられ
る。
1925 年から 1931 年の聞に、書院生がフルンボ
イルに出かけて行かなかった。ところで、上記の
1928年に起きた「フルンボイル青年党事変Jによっ
て、フルンボイル地域は一気に世間あるいは日本
人の注目を集めたのである。なお、「擾乱の巷と
化した呼倫貝爾・各種の資源豊富兎に角不可思議
な土地Js. r歴史は古い露支聞の係争地・外蒙と
合して独立を企てたコロンパイル地方J 6、「今問
題になっているコロンパイル如何なる地域を含み
如何なる歴史を有ったかJ 7、 f呼倫員爾事件の裏
面に潜む魔手ーポリシエヴイキの関係愈よ明日と
なる J8 というようなタイトルによって当時の様々
な紙面に登場した。さらに、 1929 年の「中東鉄
道事件j の影響で、自然とフルンボイルに対する
人々の関心が高まったと思われる。
1931 年、第 28 期生の「露支圏境遊歴班」習は、
鉄道で満洲里に入札そこからハイラルに戻った。
ハイラルから馬車で草原に行き、モンゴル人の生
活を見た。「大旅行誌」において、上記の「中東
鉄道事件j 後の満洲里とハイラルの町の悲惨な状
況について触れ、フルンボイルの独立についても
記述している。さらに、草原まで同行したブリヤー
ト・モンゴル人との会話が記録されている。
一方、同じく第 28期生の「黒龍江省遊歴班」10 は、
逆にハイラルで下車し、それから満洲里に向かう
書院生のフルンボイルにおける調査旅行
ルートを選んだ。彼らはハイラルに着いた後、「昭
和盛」という雑貨店を経営する日本人島田氏に世
話になった。次の日に一行は島田氏とブリヤート・
モンゴル人夫婦に案内され、馬車で草原へ向かっ
た。翌日にハイラルから満洲里へ移動。一行は満
洲里の在満洲里日本領事館で「露支画境遊歴班」
のメンバーと合流した。のちに、領事館に勤める
書院の先輩福間氏（福間徹、書院第 22 期生、福
岡県出身、卒業後外務省に入札中国各地に勤務一
筆者）に、満洲里駐在武官上回大尉と満洲里領事
館警察署長を紹介され、満洲里の現地事情の聞き
取りを行った。同グループの旅行誌において、上
記の「露支園境遊歴班」と同じように上記事件後
のハイラルと満洲里の町の様子について触れてい
る。また、ハイラル市の商業状況やフルンボイル
の種族についても記しており、満洲里での聞き取
りの内容および岡市の当時の状況等について相当
詳しく記述している。また、旅行誌の記述を通し
て、「中東鉄道事件J 後と「満洲事変J 前のフル
ンボイル地域の状況を知ることができる。
1932 年になると、書院生の第 29 期生の第 2班 II
と第 6 班 12 の 2 グループがフルンボイルを訪れて
いる。第 2 班と第 6 班の道Jillは同じく、先に満洲
里に到着し、在満洲里日本領事館を訪ね、書院の
先輩の山崎氏（山崎誠一郎、書院第 1 期生、高知
県出身、チチハル副領事、張家口領事、満洲里領
事、芝呆領事を歴任、当時の在満洲里日本領事館
の領事一筆者）と福間氏に会った。それから、山
崎氏の紹介で、在満掛l里特務機関の小原氏と国境
監視隊の宇野隊長を訪問し、現地および外モンゴ
ルの事情を尋ねた。こののち、ハイラルに向かい、
山崎氏の紹介でフルンボイル蒙古政庁の顧問を務
める猫之口氏を訪ね、現地事情を伺った。その後、
第 2 斑はハイラルを離れ、ハイラルより西南のガ
ンジュルスム（甘珠爾廟）、将軍廟およびさらに
南のハロンアルシャン（モンゴル語での温泉の意
味）に向かつて出発した。途中、モンゴル人のオ
ボを見聞する時に、フルンボイル蒙古政庁のモン
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ゴル人の倣氏に出会った。彼は書院生をフルンボ
イルのモンゴル上層部の人々に紹介し、書院生は
モンゴル人官僚達に親切に歓待された。この倣氏
という人物は、名前が華謀泰（倣謀泰ともいう）、
早稲田大学出身、満州国建国後、興安北省の秘書
官になる。しかし、皮肉なことに、この出会いか
ら 4 年後、華諜泰は「凌陸事件」 13 に連座され、
日本軍部に処刑されている（筆者）。
一方、第 6 班は、ハイラルに残り、ハイラル警
備隊の守島警備隊長と面会し、モンゴル兵の訓練
を見学した。また、前述の「昭和盛J の島田氏を
訪ね、現地の経済事情を伺った。両班の旅行誌に
おいて、フルンボイルの政治や経済等について触
れており、満洲里の国境付近の事情についても詳
しく記述し、当時、 i荷洲事変後の「ソ満J 国境の
事情等を理解するのに参考となるものである。
1933 年、第 30 期生の「海技爾調査班j 1,1 は、
ハイラルに着いた後、北上してフルンボイルの三
河地方を訪ね、そこから南下してハイラルに戻っ
て満洲里を向かい、さらに、満洲里からハイラル
に戻り、ハイラルに 2 週間ほど滞在した後、南の
ガンジュルスムとハロンアルシャンに出ヵ、けて
いった。ハイラルから満洲里に向かう途中、同班
の卜部義賢と松見慶三郎の両氏は、石炭で有名な
ダライノールの町を訪ねた。今回の調査旅行にお
いて、「海技爾調査班」は書院生で初めてかつ唯
一フルンボイルの北部に位置し、当時フルンボイ
ルにおいて唯一の農耕地帯であり、白系ロシア人
が多く住む三河地方に足を踏み入れた。また、同
調査班は書院生で最も長く（滞在期間一ヶ月以上）
現地に滞在し、ハイラルを拠点にしてフルンボイ
ルの南北を踏破し、その調査範囲が書院生のフル
ンボイル調査の中でも一番広い範囲に及んだ、。旅
行誌において、調査した地域の状況について記述
しただけではなく、フルンボイルの地理、人口、
歴史、行政等についても触れている。その後、調
査の成果として f第 27 回支那調査報告書』第 25
巻「三河地方及北部国境地方調査班」の報告書と
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してまとめられた。同報告書において、三河地方
及び北部国境地方、南部フルンボイル、満決｜里の
事情およびフルンボ、イルの畜産について記述して
いる。同時に、この報告書は書院生による本格的
な「フルンボイル調査報告書J として、評価され
るべきものであろう。
1934 年、第 31 期生の［札蘭屯・免渡河・満州
里調査班J 15 は、まず、ハイラルに到着し、そこ
から満洲里に入り、満洲里から再び、ハイラルに戻
り、ハイラルからフルンボイル南部に位置するガ
ンジュルスムとハロンアルシャンに出かけた。そ
の後、班員の奥田重信が一人で、ハロンアルシャン
から歩いて興安嶺の南麓を横断して索倫へ向かっ
た。旅行誌に、ソ連のチタから帰満した者から伺っ
たチタの現地事情、満洲里のモンゴル騎兵団、ガ
ンジ、ユルスムにおける定期市（いち）についての
記録が含まれている。今回の調査旅行は行きと帰
りも東支鉄道を使った他の調査班と違って、帰り
に一人の書院生がハロンアルシャンから直接南下
してフルンボイルを後にしたのである。
1935 年第 32 期生の「龍江省景星牒・泰康臨調
査班」 16 は、フルンボイルを通過しただけなのか、
あるいは他の何かの理由で旅行誌においてフルン
ボイルについての記述が見られなかった。
上記で見てきたように、書院生は 1925 年から
1935 年までの 10 年間、フルンボイル地域におい
て全 8 班（コース）の調査旅行を実施している。
彼らの残した旅行誌の記録を通して、当時の時
代背景や現地の事情等をうかがい知ることができ
る。さらに、書院生達の調査旅行の実際や実施状
況等を知るのに参考となるものであろう。
W. 書院生によるフルンボイルの調査の特徴
こうしてフルンボイル地域に全 8 コースの調査
旅行を実施した書院生が残した記録が、当時の現
地情報を把握する意味で大変貴重であることは言
うまでもない。これらのフルンボイル地域で実施
したこの 8 コースの調査旅行の記録を総合して、
書院生によるフルンボイル調査の特徴をまとめる
ことができるo 以下、書院生によるフルンボイル
における調査旅行のいくつかの特徴について言及
してみたい。
第一に、鉄道を有効に利用したこと。フルン
ボイルの東西を貫くような東支鉄道が存在したた
め、書院生による奥地であるフルンボイルでの調
査旅行がある程度安易にできたと言える。書院生
のフルンボイルに入るルートとしては、ほとんど
東支鉄道を使い、ハイラルあるいは満洲里に到着
している。フルンボイルから帰途につく場合も、
第 31 期生の「札蘭屯・免渡河・満州里調査班」
を除いて、ほとんど束支鉄道を使っている。また、
東支線に存在するハイラルと満洲里の両市を拠点
に馬車や車を利用して踏査旅行を実施したのであ
る。
第二に、フルンボイルにおいて、書院独自の
人的ネットワークが存在していた。書院生による
フルンボイル調査の始まりは 1925 年からである。
実際には、本格的に毎年フルンボイルに出かけて
いくようになったのは 1931 年からである。 1931
年に満洲事変が勃発し、その後満州国が建国され、
フルンボイル地域に満州国を構成する興安北省が
設置された。そのため、日本人が当局に便宜を与
えられ、フルンボイル地域に簡単に入ることがで
きた。とはいえ、学生が国境地域に出かけて自由
に調査することがそれほど簡単なことではなかっ
たと思われる。そこで、現地に存在するのは書院
独自の人的ネットワークである。前述したように、
書院卒業生の山崎誠一郎領事と福間徹外務省職員
が満洲里に勤務しており、彼らは書院生の調査旅
行にさまざまな便宜を与えた。よって、書院生の
フルンボイル調査が無事かつスムーズにできたと
言える。また、このことから書院卒業生関の深い
つながりをうかがい知ることができる。
第三に、書院生は、フルンボイルに到着後、ま
ず現地の日本の諸機関あるいは日本人から情報を
書院生のフルンボイjレにおける調査旅行
収集し、それから自分たちの踏査旅行を実施した
のである。書院生は、フルンボイルに到着後、単
に領事館など機関を通じて現地情報を手に入れる
だけではなく、現地の日本人の梯々な話を開き、
さらに情報や資料を充実化した。これらを踏まえ
て、現地で自分達が実際に見たあるいは確認した
ものを記している。さらに、フルンボイルの奥地
まで出かけ、現地の人々（モンゴル人）とも色々
な形で接触し、そこから得た情報をも記録してい
る。この意味でも書院生の記録は評価できる。
第四に、調査範囲が次第に拡大していったこと
である。書院生のフルンボイル調査は、最初のハ
イラルと満洲里の周辺における調査から、フルン
ボイル南部のハロンアルシャン、北部の三河地方
まで拡大していった。 1925 年の第 22 期生による
調査は、満洲里とハイラルの近辺にとどまった。
1931 年の第 28 期生による調査は、満洲里とハイ
ラルの近辺から草原へと踏破調査範囲を伸ばし
た。 1932 年の第 29 期生による調査は、フルンボ
イルの最南端でもあるハロンアルシャンまで行っ
た。 1933 年の第 30 期生による調査は、甫のハロ
ンアルシャンにとどまらず、さらに、北の三河地
方まで調査範囲を拡大していった。こうして、調
査範囲の次第に拡大したことによって、調査が深
化され、記録内容も充実化されていったのである。
最後にもう一つだけ付け加えるならば、書院生
の調査地は国境付近に集中している点である。も
ちろん、フルンボイル地域全体が国境地域である
が、その中で、書院生が足を踏み入れた地方は、
ほとんど国境に隣接している地域である。たとえ
ば、満洲里は中ロ国境都市である。ハロンアルシャ
ン周辺は中蒙国境に隣接している。三河地方は中
ロ国境に位置している。この点について、具体的
な理由はよくわからないが、その理由のーっとし
ては国境に対する若い日本人学生の憧れだったか
もしれない。
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V. おわりに
以上、東亜同文書院の学生によるフルンボイル
での調査旅行の概要について述べてきたおり、主
に書院生の調査ルート、調査地、記録した内容に
触れ、最終的に書院生によるフルンボイル調査の
いくつかの特徴を取り上げた。これらの調査旅行
の記録は、当時のフルンボイルの諸事情を理解す
るのに貴重な資料を提供している。同時に、これ
らの調査旅行は書院生にとってもフルンボイルを
自らの体で知ることができた大変貴重な経験だっ
た。
なお、本稿は書院生によるフルンボイル調査に
関する研究の基礎作業であるため、「東E同文書
院大旅行誌J 以外に存在する「調査旅行報告書」
について、特に言及しなかった。今後、フルンボ
イル地域に関する「大旅行誌J の記録と「調査旅
行報告書J の諸資料を検討することによって、書
院生が記録した近代のフルンボイルの「地域像」
の解明に努めたい。
また、本稿ではフルンボイルという一つの地
域に焦点をあてているが、書院生の調査旅行がほ
ぼ中国全土に及んでおり、今後、他地域での書院
生の調査旅行の実態を解明しながら、その地域の
20 世紀前半の実像を明らかにしていきたい。あ
わせて、これらの作業は書院の f大旅行調査j 研
究の深化にとって必要不可欠であろう。
l 吉田順一「日本人によるフルンボイル地方の調査一おもに畜産調査についてーJ （早稲田大学大学院文学研究科 f早稲田大学
大学院文学研究科紀要j 第 4 分冊、 1999 年）。
2 1917 年にフルンボイルの青年遼を中心に組織されたフルンボイルの高度自治と地方政治の改良を目的とした党組織。
3 北満及園境調査班「アムールの恋歌J （東亜同文書院『乗雲騎flJ 1926 年（愛知大学オンデマンド瓶、 2006 年）、 pp. 112 -
168）。
4 たとえば、志水語「呼倫貝爾溢湖事情」（大巡満蒙文化協会 I満紫J 1925 年 9 月号）。「呼倫貝爾タルパガン市況J （同『満議』
1925 年 11 月号・）。「満洲塁に於ける薬品類状況」（同『満蒙1 1926 年 6 月号）。 f呼倫貝爾羊毛市況及満洲里獣腸相場J （恰爾
讃商品陳列館『露亜時報J 1927 ~ 9 月号）等がある。
H満州日日新聞J 1928 年 8 月 15 日。
6 『東京朝日新聞J 1928 年 8 月 21 日。
n中外商業新報J 1928 年 8 月 23 目。
8 『京城日報J 1928 年 10 月 20 8 。
9 露支園境遊歴班「アムールの流れJ （東盛岡文香院『千山海里j 1932 年（愛知大学オンデマンド版、 2006 年）、 pp. 2 -47）。
IO 属施江省遊歴班「東支線を行く J （東亜同文書院『千山高里1 1932 年（愛知大学オンデマンド版、 2006 年）、 pp. 538 -
578）。
11 第二班『草原を思ふJ （東盛岡文書院 f;Iヒ斗之光j 1933 年（愛知大学オンデマンド版、 2α)6 年）、 pp. 155 -170）。
12 第六班「蘇・満の麗携に立ちJ （東軍同文章子院『北斗之光』 1933 年（愛知大学オンデマンド版、加06 年）、 pp. 173 -193）。
13 凌陸はフルンボイルの地方有力者出身。満州図建国後、フルンボイルに興安北省が設置され、凌陸が興安北省省長に就任した。
彼は、満州国に不満を抱いており、絶えず満州国側にモンゴル人の権利を強く主張していた。彼の行動および主張が日本軍
部の疑いを招き、のちに「通ソ・述毅j という嫌疑がかけられてR本軍部によって処刑されたのである。これがいわゆる f凌
陸事件」である。
14 海技限調査班「黄塵行」（東亜同文曾院『亜細亜の礎J 1934 年（愛知大学オンデマンド版、 2006 年）、 pp. 424 -440）。
15 札前屯・免渡河・満州里調査班「白様の興安嶺を越えて」（東亜同文書院『出虚征雁JI935 年（愛知大学オンデマンド版、2006 年）、
pp. 569 -603）。
16 飽江省景星勝・泰康豚調査班「;It窓に面する二人J （東亜同文書院 f刻陽譜j 1936 年（愛知大学オンデマンド版、 2006 年）、
pp. 423 -445）。
284 
東亜同支書院生による f大旅行誌」を用いた 20 世紀初頭の寧夏・内蒙古の地誌的研究
〈論文〉
~ 
東亜同文書院生による「大旅行誌」を用いた
20 世紀初頭の寧夏・内蒙古の地誌的研究
一第 8 期生「甘粛額爾多斯班記」をもとに一
I はじめに
筆者は、東亜同文書院第 6期のある学生が、「大
旅行」で内蒙古とその周辺を踏査した際の様子を
報告した学友会報の記事をもとに、彼らがどんな
事物に閲心をもつたのかを検討した（高木忽)06) (I) 
本論はそれを受け、第 8期の書院生がまとめた『旅
行記念誌』のなカ、から、内蒙古とそれに隣接する
地域を踏査した「甘粛額爾多斯班」による「甘粛
額爾多斯班記」をもとに、内蒙古とその周辺（具
体的には寧夏から張家口）に限り班員がどのよう
な事物に関心をもったのかを検討し、可能な範囲
で第 6 期生のそれと比較してみることを目的とす
る。ただし、後述するように第 8期生によるそれ
のうち内蒙古とその周辺に関する記述は残念なが
らさほど多くなしむしろ上海から甘粛省までの
記述に力点が置かれている。第 6期生の報告は学
友会報に掲載されたもの ω とはいえ、内蒙古と
その周辺に関する記述は第 8 期生のものより詳し
い。しかしながら、彼らの報告を地誌的なものと
してとらえるならば、 20 世紀初頭における内蒙
古とその周辺の地域情報が断片的ながら明らかに
なるといえる。
なお本論は、愛知大学がオンデマンド出版（全
33 巻＋解説 l 巻）として刊行した 4巻目の『旅
行記念誌j を底本として用いる（3）。
翠5受諾鞍宇野：：：：~ 高木秀和
I 第 8期生による『耐ラ記念誌j と「甘粛額
爾多斯班記j について
第 8期生の米内山庸夫氏がまとめた「第八期生
回想録J （『東亜同文書院大学史j 収） ω によると、
彼らは 1908 年（明治 41）に東亜同文書院へ 75
名で入学した。時は清末で、実権は西太后により
握られていた。当時、書院では総髪姿の学生が目
立ち、第 6期生たちが「大旅行」を終えて帰院す
るとさらに総髪や鱒髪が増え、「この頃の書院は
まさに総髪時代ともいえるありさまであった」（5)
が、 1911 年（明治 44）の鼎髪廃止令公布により
構髪は見られなくなったへまた書院生活に慣れ
てくると、「私共は中学校を出て専門学校え入っ
たのであるが、同文書院はただの専門学校ではな
いということが分って来たJ (7）という。
きて、彼らが編んだ I旅行記念誌j の凡例に
よると、第 8期生が「大旅行」を実施したのは、
1910 年（明治 43）の夏から秋であり、約 70 人の
書院生たちが 11 の班に分かれて中国各地を踏査
した ω。また、根岸教授が序文を寄せているが、
「東、黄海・東海に起り、西、巴萄・寧夏に達し、
北三姓・膏々暗爾に始まり、南、 i員越・嶺南に及
び、其足跡の印する所、実に十有三省・満洲・蒙
古・東京に亘るJ (9）と記しているように、 11 班（う
ち 1 班は北京駐在班）が広大な範囲を巡った「大
旅行J であった。
そのうち、 f甘粛額爾多斯班j は 6 月 28 日に上
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海の東亜同文書院を出発し、主要都市のみを書き
抜けば、治陽、西安、寧夏府、 12.頭、帰化域、張
家口、北京というコースを辿り、 11 月 8 日に帰
院した（表 1)。班員は 5 名で、細問、大西、功力、
小笠原、村山の各氏である（写真 I）。なお前出の「第
八期回想録」には、写真両端の細田、村山両氏の
卒業後の活躍が記されていないが、大西斉、功力
寅次、小笠原俊三の各氏の華々しい経歴が紹介さ
れている。まず大西氏であるが、書院卒業後は朝
日新聞で活躍し、橿友会が創立 80 周年記念とし
て編んだ『東亜同文書院大学史j によれば、「支
那部長、論説委員となり、戦後は論説主幹（役員
待遇に）、また東亜同文会の清算に関与したJ (JO) 
とある。残念なことに、米内山氏がまとめた「第
八期回想録」が発表された時点（1955 年）です
でに逝去している (II）。功力氏は伊藤忠商店に入
社後、取締役兼支那支店総支配人、本社常務取締
役などの要職を歴任し、「大正、昭和にかけて伊
藤忠商事に拠って我国の産業、貿易発展に努力し
たことは書院出身者として特筆に値する一人であ
ろう j 02) 0 小笠原氏は満人の開発指導や居留民の．
ために活躍し ω、「奉天商業会議所書記長から北
満洲日報の社長、チチハル居留民会長、その他要
職を歴任した」 04）し、この『旅行記念誌J の編
集兼発行者を務めている (15）。
彼らが記したこの「甘粛額爾多斯班記J は、『旅
行記念誌』の 397 ～ 434 頁に収録され、本文と
は別に 4 頁分の口絵写真と、旅行経過表（458 ～
462 頁）がある。
次章以降、彼らの「大旅行J の様子を具体的に
検討していくが、「甘粛頼爾多斯班記」からの引
用が多くなるため、注を付すのではなく、引用箇
所を「」で示し、引用頁数を直後に（ ）で記
すことにする。また、漢字は常用漢字に改め、活
字が潰れて判読不可能な文字は口に置き換える。
I I. 
細
ID 
大
内
功
力
小銃瓜 村
lh 
［写真 1 ］班員集会写真 (r旅行記念誌j を転載）
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表 1 「甘粛額爾多斯班j の旅程［明治 43 年（1910 年）］
月日 宿泊・滞在地 月日 宿泊・滞在地 月日 宿泊・滞在地
6 月 28 El 上海発、南京泊 8 月 21 日 経揚郎座主Ti白 10 月 14 日 チューチアチュアン泊
29 B （船中泊） 22 B 七営泊 15 日 張家口着・泊30 ，ヨ 23 日 王家閤庄i自 16 日
7 月 1 日 漢口若・ i自 24 日 宮亭泊 17 日 張家口滞在
2 日 漢陽滞在 25 B 黒王会i自 18 日 北京着・泊
31:1 武昌滞在 26 B 平逮県i白 19 日
4 日 i集口滞在？ 27 日 掌州盤iB 20 日
5 日 駐馬店i自 28 日 恵安盤泊 21 日
6 日 洛陽若・ i白 29 8 石講駅i白 22 日 北京滞在
7EI 治陽滞在？ 30 日 口州藩. i自 23 日8 日 31 日 24 日
9EI 新安県・i自 9 月 1 8 口州滞在 25 日
JO 日 総池県泊 2 日 望河童量t白 26 日
11 日 j電池県滞在 3 日 寧夏府若・泊 27 日
12 H 破石駅付近治 4 日 28 日
13 日 侠州i白 5 日 29 日
14 日 口実？県i白 6 日 30 日
15 日 口郷？県i白 7 日 31 日 天津→営口→大連→旅順等
16 IJ 口口泊 8 日 準夏府滞在 11 月 1 日 を歴訪17 ，王 ~陰県i白 9 日 2 日
18 日 来州i白 10 8 3 日
19 日 ii写？南県i自 11 8 4 日
20 13 （半夜行）、臨溢県i白 12 日 5 日
21 日 臨掻県滞在 13 日 6 日
22 日 西安着・泊 14 日 李剛？盤泊 7 日 大巡発（船中泊）
23 日 15 8 平羅県i白 8 日 上海着
24 日 16 日 石瞬予着. i白
25 El 西安滞在 17 日 石昭電子滞在 （「甘粛額爾多斯班J の記述より作成）26 El 18 日
27 El 19 日 石鳴子滞在、（船中泊）
28 日 20 日 注 1 判読不明な文字は口とし
29 日 成陽i白 21 日 た。
30 日 目豊泉県i白 22 日 注 2 到着目と出発日を除いて
31 日 乾州着. i白 23 日 （船中i自） 2 日以上滞在した場合は、
8 月 i 日 乾州滞在 24 日 まとめて示した。
2 日 永口県i白 25 日
3EI 00州着・泊 26 日 （紛中i自？）、包頭着・泊？
4 日 郷州着 27 日 包頭滞在5 13 長武泊 28 日
6 El i笠州着. i白 29 日？ 薩位脅i自
7 日 i笠州滞在 30 日 三把樹泊
813 白水i白 10 月 1 日 ピクチ－ i白
9 日 平涼府着・泊 28 緑化城着・ i白
10 13 3 日
11 日 平i京府滞在 48 
121:I 5B 緑化成滞在
13 B 瓦亭泊 68 
14 El 岡原行｜着・泊 7 白
15 13 8 日 買代児泊
161:I 98 ターユーシユ一泊
17 日 岡原州滞在 10 日 魁元図i自18 13 11 日 シシャイング泊
19EI 12 日 チャオタオルi白
20 日 13 日 チャンヤン盤泊
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m f甘粛額爾多斯班j t:i'見聞した 20 世紀初頭
の内蒙古とその周辺
冒顕で述べたとおり、本論では寧夏から張家口
までの区間に限って彼らの記述を検討したい。前
出の表 l を再びみてみると、この聞を 45 日かけ
て移動および滞在している。出発・到着・婦院日
も含めて 134 日間をこの「大旅行」に費やしてい
るので、当該区間は全体の 33.6% であり、約 3 分
の 1 の期間である。また、「甘粛額爾多斯班記」
の本文は全部で 38 頁あるが、そのうち当該区間
の記述は 15 頁で、全体の 39.5% である。すなわち、
この区間は全体から見れば 3 ～ 4 割程度の分量で
あり、全体からみればさほど多くない。
それでは、本文の内容をピックアップして作成
した表 2 も参照しながら、具体的に彼らの足どり
を確認していきたい。なお、表の各項目は、筆者
が前稿で作成した表のそれを採用し側、次章で
の比較に用いることが可能なようにした。
まず、寧夏府に関する記述である。ここでは、「土
着文化」、「外来文化」、「都市経済」に関する記述
が多い。まず土着文化では、滞在中に知り合った
蒙古人たちと交流の機会を持ち、会食などをして
いる。そこで聞いた彼らの歌声は悲哀に満ちたも
ので、班員は鉄木真（テムジン）への哀悼の気持
ちが込められていると感じたが、実際は「男女相
思の歌」（419頁）など世俗的な歌であった。また「外
来文化」では、キリスト教布教のためにやってき
た西洋人について述べ、その主人は「華服を穿ち
僻髪を結ふ華語をあやつること頗る巧み」（420 頁）
で、この場所にやってきて 7 年が経過し、信者が
40 人以上いるということで、その目的を着々と
達成しようとしている。また、懐中時計や眼鏡を
身に付けた蒙古人に出会っているが、これも都市
に居住しているからこそこのような生活を享受で
きていると考えられる。さらに f都市経済j では、
役所が置かれる地方政治の中心であり、商店が集
まる経済の中心としての性格を持っていることが
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分かる。また、電報局もあり、後述される（428 頁）
がここで日韓併合について知ることになる。
寧夏府から石明子の間では、「地形・自然環境」
の記述が多くみられ、「雄大なる大陸的自然」（420
頁）、すなわち賀蘭山とオルドス沙漠と黄河がっ
くり出す風景に心を奪われている。また賀蘭山
の最端である炭山に近づくと、ちょうど水稲の収
穫時期にあたり、遠く日本のその光景に重ね合わ
せ、ふるさとを懐かしんでいる。なお、「都市経済j
の項にあるように、低次の中心地では市（定期市
か）が聞かれており、このような記録を集めれば地
域住民の生活圏を明らかにすることが可能である。
石鳴子では、「都市経済J について比較的詳し
く述べられている。石I賢子は人口 1 千人ほどで目
立った商店などはないが、「今此処に隠れたる石
I弼子を紹介すべき必要がある、否少なくとも吾人
には此地を世に公にすべき義務を感ずるJ(422 頁）
とし、その理由を交通の利便性から「甘粛羊毛の
集散地たる」（422 頁）からとしている。ここで
いう交通とは、黄河を利用した民船による水上交
通のことである（写真 2）。一般的に寧夏はその
大市場として知られているが、いまだ大市場とい
うに及ばないとし、①「殊に寧夏は黄河々岸を去
る三十清里の地にあれば運搬せんとするに当り其
不便云はん方なく J、②「寧夏石瞬子聞の舟行黄
河水浅くして自由ならざる」（422 頁）からと説
明している。そのため、オルドスやアラシャンの
一部と甘粛省の羊毛のほとんどはこの地に一度集
められ、包頭に運ばれるという。
しかし、 1 週間の「船中生活」の項にあるように、
包頭までの黄河の水深も比較的浅く、舟が一日に
何度も座礁を繰り返した。「船中生活」では時間
を持て余し、ここでも風景を眺めながら鉄木真の
ことを考えている。この黄河下りを、「甘粛旅行
と蒙古旅行との区画をつけたる J (426 頁）もの
としている。
そんなことをしながらやって来た包頭での滞在
は 2 日間のみで、両替や車を雇うなどといったこ
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表2 「甘粛額荷多斯斑J が関心を抱いた事項
地名 地形・自然景観 史跡 土着文化 外来文化 都市経済 日本人 気象その他
福音堂叫西洋
婦人と華服、 ¥!. f/i r•1 、 2 つ
訴事髪、華経の の大街、大規
主人、 40 人以 模な商店の jj!
上の信者、コー 中、漢口・天 滞在中の漬物
ヒーピスケッ 津からやって づくり、醤泊
羊肉のみをll!t/ifする回民、 Bf.っ ト、革開をか 来た出稼ぎの 卒業生波多野 の購入、新鮮
寧夏J{J た裁古人がゆ；う裂古の歌『悲 ぷり i須髪は短 小商人、テン 氏、玉爺府に な淡汁水魚叫味
哀な歌声、首長古人との酒宴 く赤帝を締め トでの商売、 日本人？ 耳目 に、黄河
た符j投普禁古 1第青夏府の北 15 の船旅の必需の一兵士、慎 ll1. にある$ 品の購入
中時計をぶら 夏将軍の居城、
下げ眼鏡をか 電述報）局あり（後けたハイカラ
な蒙古人
見渡す阪り果てしない草服、秋
球の紅葉と緑1/i. との調和、賀闇
Ill、柳の並木、黄河の奔流、筏
のように際涯なく連続している 宇I•秋前でrliが
事変l行 オルドス沙漠、ラクダの群（以 米の収穏と回国風紫→日本音思 聞ける貨梁橋～石鴨 上、平羅県）、砂地と所々の大 長続 →非常な雑踏、 秋
子 きな砂丘、平野の日の出にも趣 い浮かべ様かしい 紛中｝日の食料
がある、近づく賀楠山、オルド 号事の購入
ス沙漠とアラシャンを分流する
勇敢なtli河の流れ、炭山に沈む
夕日
一見寒村にi晶
ぎない、寧夏
と包疎開を往 乗り込む舟の
来する民船、 決定、昼食前タ
交通の要街、 の一時的な
名月を眺めるとき、街は爆竹な 甘粛羊毛の集 立、中秋の名
石鳴子 オルドスから眺める朔北の平 どで騒がしいが、オルドス沙漠 数地（寧夏は 月→寧夏で勝野、雄大な風奴 の方は時おり紫古人が操る馬の 黄1:1河から速く、 入した月餅や
声が問こえるのみ 夏から石関 水瓜や清酒を
子までの水深 供え、酒を酌
は浅いため不 み交わす、君
利）、大きな 6 が代を二唱
つのi平行、民
鉛 200 般
民紛での生活
座礁した際に船頭は水中に飛び の様子、船客水深が浅いため幾度も座制：『水 「鉄水 にあだ名を付船中生 mtが早いためにlil/J き出せばスム 真の 込んで対処、黄河の水で炊いた ける、蚤取「りB、t古 ーズ、白芋のnr 回想J 飯は赤くてジャギジャギと音が 携帯の護刀する 本号j の手入
れ
商業が談、活古商発問会、包量l'i 換銭、 司王の手配や羊皮、
総局や座金局
俸の犠な雨（三
把樹）、初の大
I共々たる平原、北には陰山、陶 西洋文士の別荘を恩わせる桧山 陸の冷え切った空気、路上包ilJi～ はオルドス沙漠、その担！）を悠々 の谷[I日のラマ寺、夜に家古犬の のる水ll 潟りはみ帰化城 と流れる前i•f、ラクダや羊や潟 邸撃、土を回めた小家が5、 6 なっている、の群 粁（三把樹）→馬の属殺、 E事飼 掘と卵と麹の
食事、裁古人
に間違われる
工芸局→毛 帰化城到着祝、モ草子等の出品 盛鎖より出張 日斡併合と日
俗化城 ラマ捕j はなく実際は の田中佐吉氏、 本知の大洪水を木綿のみ、換 氏と何度も会 る、耳Eの手銭→ 1 雨 1 吊 食 配、雨250 文の相場
班員を縫う古談人古を入気、浪人に駆逐 顔の皮も破れされる詰誌 の惑に思う、 張緩鉄道は んばかりの除
帰化域 高原中の一軒屋と蒙古犬（魁元 チューチア 山嵐、砂jの il:li
～張家 j;(っ白な除111、平J以から山辺へ 図｝、荒原中の一軒家→.！！；$耳で チュアンまで 度－ 14℃（魁
[] （ターユーシユー）、議i!iの草地 煮る（コルスタイ）、議古人女 延ぴる（「建築 元図）、白菜将の意地！！！＼ さと欲の深さ、馬の 列車j を運転） を生で食べる飼料の 1,'i. は栽培（シシャイン （チャオタオル｝グ）
義成洋行の笥 義成f平行と会
住民を山i可のある暮らしをして 思ったよりも 岡氏、石井氏、 食時に俳句会張家口 貧溺に見えた 北京から来たいるので風雅の人々と感じる 外城 第一期の内藤 を行う→相手
氏 ガにllt配
（「甘粛額爾多第i班記」の記述より作成）
289 
とのほかは「調査の重荷も此地で下したので専ら
町内の見物に力めた」（426 頁）。なお、包頭以降
のルートは、第 6期の「晋蒙隊J のそれとほぼ一
致していると考えられる（図 1）。
包頭から帰化城の聞では、大平原から見る陰山
とオルドスが印象的であったようである（「地形・
自然景観J）。また、夜中に便所に行く際の蒙古犬
の襲撃や、「棒の様な雨」（427 頁）など、第 6 期
の「晋蒙隊」の記録にみられるようなことを彼ら
も体験している。そこで蒙古犬対策として、「本
旅行隊規則第十三条に今後夜間の大小便は屋内に
於てすべき事のーヶ条を加へたJ (427 頁）こと
から、よほど恐ろしかったとみえる。
帰化城（写真 2）では、到着初日に日韓併合の
ニュースを正式に知った。電報局のある寧夏府で
第一報を聞いたときには、それが信じられなかっ
た。曲解を恐れずに述べると、これまでの「旅中
は単に食ふ事呑む事寝る事の外は念頭に何もなか
画 凪
回四国図画圏
0 40 
ったJ (428 頁）とあるように、彼らにとって内
蒙古は調査のメインではないと考えられ、包頭を
出発して以来、麺や酒といった簡単な食事だった
のが、帰化城に着いて「大御馳走」（428 頁）を食
べたり、豊鎮の田中佐吉氏と連日会食するなどに
より心が解放されたといえる。「都市経済」の項
でピックアップしたように、それでも町内見物の
ーっとして工芸局を見学しており、「南京南洋勧
業会に帰化城工芸局の名前で毛種子等が出品され
て居たのだから其実況を見んとの希望」で訪れた
が、「然るに実際は木絹類のみにて他に一物も無
いのでーす呆れたJ (428 頁）と感想を述べている。
なお、帰化域では包頭に比べて長期間滞在してい
るが、 4 日目に雨が降ったからであり、田中氏と
の対面や雨が降らなかったら 2、 3 日で出発して
いたと思われる。
帰化城から張家口の聞では、「地形・自然景観J
や、朝の「顔の皮の破れん許り j の「陰山嵐しJ (430 
圃
一ーーー道 路 H
－ーーー黄 河 川
．．．万里の長城 'l 
200 刷
____ ，，、四ι ．，・…，r、 E
:r 6 期生のルート【 ll拘置牢J -I-
ーーーーヂ 8 期生のルート (1910 年） I 
図 1 第 6 期「晋蒙隊」および第 8 期「甘篇額腎多斯班j のルート（一部）
ただし、帰化域～張家口の正憾なルートは不明。
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頁）など、ダイナミックな自然に驚いている。そ
のような広大な空間のなかに、彼らが宿をとった
ような小さなムラが点在している。そんなムラで
生活している蒙古人たちは漢人に追い立てられ、
班員は彼らのことを気の毒に思っている。シシャ
イングで出会った宿の「蒙古人女将の意地の悪さ
と、欲の深さは漢人に対抗して宿屋経営をする丈
ありて強固J (431 頁）と述べているように、蒙
古人の漢化のことを考えれば、彼女の態度もある
程度許容できるのであろう。
張家口では、第 6期生の「晋蒙隊J もお世話に
なった「義成洋行J を訪ね、彼らと会食をしなが
ら俳句会を催している。この「甘粛額爾多斯班記J
を読んでみると、何箇所か俳句や詩歌が登場する
ので、彼らには文学的な素養があるといえる。し
かし、「軍配扇は常に彼方に挙ったJ (432 頁）と
あるように、日常的に俳句会を聞いていると思
われる義成洋行の人たちにはかなわなかった。ま
た、 f張家口の人は此山あり河ある地に御生活さ
るもだけありて掩石に風雅の人々とのみ見受け
たJ (432 頁）という感想を述べている。
なお、張家口・北京聞は汽車で移動し、北京滞
在後は天津や大連などの都市を巡り、日月 8 日
に婦院を果たした（前出の表 1 参照）。
1V 第B期「晋襲隊旅行記J と第8期「甘粛額
爾多斯班毘」の比較
筆者は前稿において、「晋蒙隊旅行記j の内容
を次のように整理した。
①内陸の寒暖差が大きく f「棒の如きJ 雨j が降
るように変化に富んだ気候、ダイナミックなが
らも変化の乏しい風景といった自然環境。
②ヨーロッパ系の宣教師・中国各地の商人を中心
に、日本人も含めて広域から人々が入り込んで
いる状況。
③蒙古人の領域に漢族が入り込み、ラマ教を巧み
に利用しながら蒙古人を駆逐し、生活文化を漢
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化させ、蒙古人からはかつての捧猛さや武勇は
感じられなくなった状況。
である問。
以上、第 8期「甘粛額爾多斯班記j の内容の一
部をみてきたが、彼らもこの①から③を実感して
いるといえる。ただし、内蒙古とその周辺がこの
「大旅行J のメインではないので、詳しい考察な
どはなされていない。
ここで、第 8期「甘粛額爾多斯班記」の内容を
まとめた表2 と、第 6期「晋蒙隊旅行記」の内容
をまとめた表3 を用いて、彼らの関心の違いをみ
てみたい。
各項目の分量の違いから関心事項の違いをみ
てみると、第 8期のそれは第 6期のそれに比べて
「都市経済」に関する記述が比較的充実している
が、「史跡J や「外来文化J に関する項目が少な
い。第 6期の「晋蒙隊」は、著名な史跡に近づい
たり到着すると、その主人公に思いを馳せるロマ
ンチスト的性格の持ち主であったが、第 8期の彼
らはむしろ客観的に歴史を捉え、史実を辞書的に
説明したり、（史跡で詠んだものは少ないが他の
場所で詠んだものにも共通するという意味で）観
察事項や客観的事項を織り交ぜた詩歌を創作して
いる。拡大解釈をすれば、第 6期の「晋蒙隊J （と
くに、筆者の玉生武四郎氏）は比較的歴史や文化
に関心を持っている人たちであるが、第 8期の「甘
粛額爾多斯班」は「都市経済J に関心を持ってい
ることから、比較的現実・客観主義的な傾向にあ
るように考えられる。
V おわりに
以上、第 8期「甘粛額爾多斯班記」の内容を、
寧夏府から張家口までの区間に限って検討したの
ち、第 6期の「晋蒙隊旅行記」の内容と比較して
みた。両者の作品の性格の違い（第 6期のそれは
学友会報に掲載された簡易版であるが比較的当該
地域のことが詳しく書かれている。第 8期のそれ
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表 3 「晋蒙隊j が関心を抱いた事項（高木 2006 を転載）
地名 地形・自然景観 史跡・仏教寺院 土着文化 外来文化 都市経済 日本人 気象その他
八遼嶺に至る山道、 万墨か・のの鉄）長狼木、級慾主室主）台関化」係跡府鳴の・（（八居寺荒 fに師教範習学柿堂 瓜河「（巣八隊か物違jら嶺に響の寓～異水）め量名→る、に地「楊西至J 北張家京口~ 八途嶺高からは砂擦頂が 逮綴 馬に乗った業古入、 図教営村徒む（茜（土賀耳市古）人の子採）多い原、その上 府関 のを →運送業
から眺める「雲谷j 院ほ 南京虫・揚子 化田府氏｝J ｛宣
と羊群 廃 河る島か幸での強爾
皮の山を西貨他営人が 義生（書成石院1井羊2 行期氏張家口の長械語（（石下源塊室、 ロシア人周；（（」『露此でとi地帝の調銀笑l査立行北話をほ 店店舗そ 張家ロ～帰化城択か）、洋務 の張家口 E臣家ロを一望できる 市製）街、張家口の やり取り 辺 銀物点｛銅語｝、包賞商のむ可、拠替制 が古三（浦檎井氏経）氏分営）行、 までのルート選西太平山 地の構造 第一の要る）害」 調 答 通｛祭過晴す爾る遊ル牧ー地をには小繊あり） められ ト）
「一ハンノルパに家は古人犬家、コ四散在j、
多ト くのモンゴルテン
、劇轍廟｛ポール
コンデイションの悪 ツエイ 「支部人家
い道路、禿山、ハン 六七テント三四近〈
ノルパの峻坂→「登 品こ見ゆテン家なjチ．いンeユ震食荷トイ古生事車）人活良、{ 野莱の 以上 移住支那人による開墾とりつくせばな約く五千尺 マレ 土作 蒙古人の駆逐、キャラパ 子寒差チし気｝先ユい、生イ闘帰（滋」Eのま餅か闘し（、マれいと「レ寒竹見美;, 暖の、の高原際 涯なく ハンノルパと鉄たる鉄古木真真木、 りの の習羊 ン、ローマカトリッタ（ナ張～帰家化口 続くなりJ、－波E状Eの高牧原、 オルドスに眠 俗肉 ( ホーチエンの教語会と白人朔北の野（ 良、荒れ果て 純食む袋倹佐看や生事賞健変街一乳請活賀と・｛織人製でk栂鯵口略品貫家単量産丞誠鍾が属数的者さ中心瓜衣なし｝『心優外にた‘ツの単富着陸 宣教師『ン支氏作部 でのを対地吸話図飲、} 城 草地管、傾斜が非常 カラコルム ルッテ 成に緩慢嵐最な山→変大化牧の 家（ホ古ル人スがタアイヘンン} 車中i自を数度経験ない ）、 「 場鬼」と夜になると狼や 馬 噸週が出そうな山（ホル
スタイン手前） 醜政 の
出 →ー「ル人鉄口j木減（英門・へ付「の) ツールフ t)t 
歌う 祈
願」）
交通のf上要流
日以孟陰山より南は 地、の商人に殺虎遥口に至。芭は目 清名を真よ大り寺のアラ事海ビう情、ア・底人商なf命人ど2 ・ 喜鹿工iをま有天業肱〈樟島珊勢す．J人力物貧. も かの都爾多娠砂 緩遼綾（新城。帰化 匝教徒の 街F号、 緩旗途訪を械兵受問と歩新漢殺見るJ繁えに、初及茂「ぶ大平原に五 城より東あ北 5 清と里の 時f人g；庫皆教何とと活な仏くの風概雅略」、 説明してもら 式第一営の帰化城 し樹林散在す 位低にる） 帰化 の教育 けとっ
やがて減壁は 城旧城）の簡単な 宿での交流（天 つある八 議
め楊樹の森暢塔の 紹介 新彊などの乾商人、）隊商が 衛上に雅美なる瑚 J 運んできた葡萄
（入減までの景観） 富の差小さく生活
には便利
帰化包域 緩処「を陰商々山鵠にに々せ散服主在るを大笥すね平るニ原終』i中河 オポ習（慣その形状と巡 英語斯ホと｝支を渥話部（す人ト洋ル服キ姿スのタ土ン耳} 晴北天の時fの絡竜の巻如、き朔」～顕 王昭君と背塚 礼好の ・ j「旅）客には 美ニ人L の従者 （トシ鎖 箇のB標 滴
「を陰右山にをし背左にはし以阿て控玉普
南海子たるべき帰眼化下械の平 （と「包顕銑IJt.を控え には是 「九月とは云へ口
賀喜れ「はF住万福少意ス困民併星ののきのJ天龍大問に不上砂狭あた便漠めいより笠J J積L来る 大是れき甘な城粛た壁のめ回（教「想徒ふに 甘水粛と 外き一はべ日の軍ら棒タ旗Jに、望書「王包頭鎖 オル 黄河の鯉料理と質調 の速に f薬天商津林の君売J の「鎮供の 備ふj ) 依るの貿 得縁勝J 将 下の馬小易（中村を略J司）） る一 の歓迎ずる
川幅
賞i可
帰化線 稀陰山なのる雪」草（景地「代色に時繍、泊fは人畔る畑J) 得『東勝方ロのの山長上城高（〈荒北廃貌｝、 教会ェ在ー日（「デ外プン宣ロ人教テ宣師ス教」タ闘) ン ト 外供「に盛物移給鎮住資すは民るを口 『商ずまて雨っjなの後、たし書の街籍ーも寒~－民老の気府は酒にj、「f模た～府大同 穴居（清潔で住み心の、 あらー大湖 のー帝険を見る J （チ 地よ U ウ師3名 要地とし のもンコリヨウ とともに大関府へ入繊 て早くよ
り発達」
帳「良文J時廟｛代雅らを美しfなき君事風も事俗のと 、 開 会来日経（験のある知府、教極めて雄華大厳寺な城壁、 と奈 堂スウェーデン人宣 塚博訳本士樋工口と学通氏 無礼な知県、歩来隊大同府 上・下 、石窟 させ 教師がバイオリンとハン の歌紙との在寺 る婦人のスタイル） ドオルガンで国歌を波奏）
大同府 樹木の紅葉『慈路も f地上ー面に天然V!i逮～張家 苦にならず、レスの
ロ 谷 する陽商天鋭」
（「晋家隊旅行記」「晋毅隊銀行記（承前）」の記述より作成）
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は書籍として刊行されたものだが、当該地域の占
める分量は多くなく、内容も薄い。）も大きいが、
筆者の特性や性格が内容に反映され、同じ地域を
巡ったものでも関心が異なっているという意味で、
は、「大旅行」のダイジェスト版を読み込んでい
く意義があるといえる。
今後の課題として、他の時期の書院生たちが挑
［付記］
んだ内蒙古方面の「大旅行」の記録を読み進め、
地域の変化を明らかにするとともに、「大旅行J
のダイジェストだけではなく、提出が義務付けら
れた卒業論文や日誌、『支那省別全誌j の内容も
確認しながら、この地域の特般を明らかにしてい
きたい。
本論の執筆の機会を与えて下さった藤田佐久教授に感謝申し上げます。
注
(1) 高木秀和（2006）「内家古で日本人学生は何を見たか -W:！夜間文書院第 6 j羽生が記録した内家古と現代の一日本人学生
が見聞した内モンゴル自治区についてー」、『愛知大学東亜同文書院記念センター オープン・リサーチ・センタ一年報j
創刊号、 109-124 頁。
(2) 藤田佳久（2000）などによれば、第 7 ）羽生以降は自分たちの手で調査ダイジェストが編まれるようになった。
藤田佳久（2000）「東亜伺文書院学生の中国調査旅行とコースについてj 、 f東亜同文書院 中国大調査旅行の研究J （愛
知大学文学会叢書： V）、 289 頁、大明堂。
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(5) 揺友会・編 (1982）「第八j羽生回想録総髪と解髪と」、『東亜同文書院大学史一創立八十周年記念誌－J 、 422-425 頁。
なお、この回想録は前払~4 の内容に加筆・修正を力IIえたものである。
(6) 前掲 5。
(7) 前掲 4。
(8) 前掲 3、凡例。
(9) 前掲 3、序。
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